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先日，とある知り合いから“最近の日本の若い人たち
は引きこもりなんですよ．あなた，海外在住歴も長く経
験も豊富でしょうから，若者達を鼓舞する文章書いてく
れません？”との依頼を受けました．その先生の仰る“引
きこもり”とは，学位取得前後の若手研究者・学生が海
外ポスドクや海外留学に消極的で海外に行く人が激減し
ている．日本の科学を先導した偉大な先人達に倣い，世
界の舞台で経験を積むべき，と言う事でした．
しかしながら考えてみると，先人達の時代と違い，現
在では日本の学術研究レベルは国際的にも非常に高く，
わざわざ海外に出なくても高度な教育を受け，良い研究
をできるようになっているのも事実です．だがしかし，
海外に出ることでしか得られないモノがあるのは真実で
あり，研究を生業にするしないに関わらず，それはこの
先のあなたの大きな武器になるものです．そんな自分だ
けの“武器”を手に入れるため，私はみなさんに世界の
舞台へ武者修行に飛び出すことを是非勧めたい！

武器1・トップかつオンリーワンの研究

海外武者修行のモチベーションは世界トップレベルの
研究者になる！である（はずです）．であれば目指すの
は関連分野のトップの研究室です．ここではトップであ
るだけでなく，そこでなければできないオンリーワンの
技術やノウハウを持つ研究室を選ぶべきです．誰もでき
ない事をできるようになれば，それだけであなたはオン
リーワンになれるのです．これは大きな強みです．

武器2・超ビッグな研究者とふれあう日常

狙った研究室に行けたらしめたモノ．そこでは恵まれ
た研究環境だけではなく，そのような研究室を主宰する
研究者がどのように研究や研究室をオーガナイズするの
かを身近で学ぶ絶好の機会を手に入れられます．普段論
文でしか名前を見る事のない著名な研究者と日常的な
ディスカッションをする事ができ，インパクトの高い研
究を行うためにどんなアプローチを取るのかを間近で見
て学ぶ事ができる．これは非常に限られた人たちにしか
与えられない機会です．こういった人たちは，あなたが
結果を出せばそれに対して正当な評価とさらに大きな機
会を与えてくれます．是非，研究以外の事はすべて放下
する！くらいの意気込みで研究に邁進して下さい．必ず
道は開かれます．

武器3・切磋琢磨

世界のトップレベルの研究室には，さまざまな国籍や
民族の優秀な人材が集まっています．多様性はそれだけ
で力です．普段アホな会話に興じるポスドク仲間も実は

とても優秀で，あなたと同様に同じ研究分野での成功を
目指している最大のライバルでもあります．日常の中の
ふとした研究のディスカッションで，そのライバルから
かなり手厳しい意見を受ける事もあります．しかしその
意見は世界トップレベルの同業者の忌憚ない意見であ
り，目から鱗であったりもします．もちろんこちらも持
てる知識をフル活用して相手をギャフンと言わせるべ
く，クール且つ大胆に反対意見を伝えます．こんな事を
繰り返すうちに，自然とディスカッションのスキルは上
がります．
特筆すべきは，日本の文化ではサイエンティフィック
なディベートにおける反対意見は，個人に対する非難と
受け取られがちなため，忌憚のないピュアなサイエンス
のディスカッションはなかなか難しいのが現実です．し
かしここは海外．思う存分ぶっちゃけた議論が必要なの
です．個人的には，自分と近い年代の世界の研究者とこ
んな熱いディスカッションができるだけでも海外に行く
価値あり！と私は思います．

武器4・仲間

そんなポスドク仲間ですが，やっぱり毎日顔を合わせ
て一緒に食事をし，週末には飲みに行ったりしていれば
仲良くなるものです．当時のポスドク仲間とはいまだに
折に触れては連絡を取り，機会があれば学会先で落ち合
い夜更けまで杯を酌み交わしアホな事からまじめなサイ
エンスまで語り合う，そんな関係がかれこれ10年にな
ります．今ではそれぞれが責任のあるポジションに就き，
それぞれの研究をするようになり，各自の“武器”を出
し合って共同研究を画策するようにもなりつつありま
す．10年前に酒を飲みながら語った夢（与太話？）が実
現に向かって進むのを見るのは心躍ります．こんな体験
ができるのは，きっと海外武者修行したあなただけです！
最後に，私はきわめて研究志向で，学位取得後の進路

も“世界の舞台で研究者として戦うためには海外でのポ
スドク経験が必要”と海外でのポスドク以外考えていま
せんでした．今考えると若さのなせる無謀さとも思えま
すが，信念を持って進んだ故に多くの方々からサポート
いただき，現在ここ台湾で研究を行っていられるのだと
思います．その過程において，海外武者修行時の有形・
無形の財産が自分のキャリア形成上，非常に役に立った
のは間違いありません．
さて若手の皆さん，あえて居心地の良い自国の環境か

ら飛び出して，異なる言語や文化と言った中で，サイエ
ンスというたった一つの共通言語を武器に，自分を試す
武者修行に挑んでみませんか？きっと心躍る楽しい人生
が待っています！！

引きこもるな若者！―海外武者修行のススメ―
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